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で あ り，給水区，無給水区と も 2 月の 調査で す べ

て の 成虫が 死亡 して い た． コ ク ヌ ス トモ ドキ で は

徐々 に 成虫が死亡 し， 給水区 ， 無給水区 とも 4 月

末 の 調査 で そ れぞ れ約 10％，8％ が 生存 して い

た．越冬で きた コ ク ゾ ウ ム シ と コ ク ヌ ス トモ ドキ

の 一部 はそ の ま ま生存 し続 け，試験 開始 か ら 1 年

経過 して も生存 して い るも の が い た．

〔8） CA によ る タ バ コ シバ ン ム シ殺虫試験

　　今井利 宏 （JT 葉た ば こ研究所）

　 モ ン ト リ オ ール 条約 に よ る規制 開始以 降，臭化

メ チ ル によ る くん 蒸代替駆除手段の ひ とつ と して

CA （Controlled　atmosphere ；雰囲気 を 20 ％ 以

上 の 二 酸化炭素あ る い は 1％ 以下 の 酸素条件に

制御） に よ る駆除法が 見直 され っ っ あ る．国内で

の CA の 利用 は ， リ ン ゴ な ど の 果実 ・野菜類の 鮮

度維持 （二 酸化炭素 ・ 酸素 と もに 2 〜 5％ に 制御）

と米 ・麦 ・トウ モ ロ コ シ な ど の 貯穀害虫駆除 （二

酸化炭素 40 ％ 以上） に ほぼ 限 られ て い るが ， 欧

州で は ，窒素発生装置 を利用 し た 農産物や文化財

な ど の 害虫駆除を 目的 と した シ ス テ ム （酸素 1％

以下）の 商業 的な利用が始 ま っ て い る．CA （低酸

素） に よ る タバ コ シ バ ン ム シ 駆除の 可能性を評価

す る た め に ， 予備的な試験を実施 した．

　研究所内で 継代飼育 して い る リ ン 化水 素抵抗性

お よ び感受性系統 の タ バ コ シ バ ン ム シ の 卵 （産下

後 0〜24 時間 ・24〜48 時間 ・48〜72 時間 ・72
〜 86 時間） 50〜100 個 ・ 幼虫 （1 齢お よ び終齢）

30 個体 ・蛹 40〜50 個体 ・成虫 30 個体をそれ ぞ

れ ポ リス チ レ ン 容 器 （2．5cm Ω × 5cm ）に 入 れ た

後，
シ リ コ ン チ ュ

ーブ で 窒素ガ ス ボ ン ベ に接続 し

た ガ ス 洗浄瓶 （ポ リス チ レ ン 製，2L ） に 入れ た．

暴露時間の 異な る サ ン プ ル を得るた め ， 供試虫入

り の 複数 の 洗浄瓶 を直列 に 接続 し，所定時間 ごと

に 末端の 方か ら取 り外 した．さ らに洗浄瓶の 最上

流 に 飽和食塩 水入 り の 洗浄瓶 を接続 す る こ と に

よ っ て ，湿度 を約 75％ に維持 した ．す べ て の 洗

浄瓶を接続後，窒素ガ ス を流量 約 lL ／分で 流 し

て
， 30 分 間洗 浄瓶内 の 空気 を パ ージ した の ち

， 流

量 を約 0。2L ／分 に絞 り ， 酸素濃度 を暴露期間中 0
〜0．3％ に 維持 し た ．以上 の 試験 を 25℃ の 恒 温

室で 実施 した．暴 露終了後 ， 卵 は 2 週間，幼虫 は

4〜 5 週 間，蛹 は 2 週 間 ， 成 虫 は 1 日 そ れ ぞ れ

27 ℃ 条件 に置 い た の ち，生死判定を行 な っ た、

　そ の 結果 ， 死滅所要時間 は ， 1 齢幼虫 く 成虫 く

終齢幼虫 く 蛹 く卵の 順 に 長 くな り，卵が も っ とも

耐性が強い こ とが判明 した．卵 の 耐性は ， 産 下 24

時間以 内が も っ と も強 く， 死滅所要時間 LTgg は

9．9 日 を示 した． また ， リ ン 化水素抵抗性 と感受

性 の 系統 問 の 死 滅所要 時間 に は ほ とん ど差 が な

く，卵以外は交差抵抗性が 存在 しな い こ とが 明 ら

か に な っ た．

（9） 柑橘精油 リモネ ン抽出残分の 貯穀害虫に対す

　　 る忌避性

　　西 田典由
゜

（愛媛県紙産業技術 セ ン ター）・宮

　　 ノ下明大 （農研機構食品総合研究所）

　貯穀害虫対策と して ， 農薬等に よ る化学的防除

や，低温や 二 酸化炭素な ど に よ る物理的防除が 行

わ れて い るが，消費者 の 安全志向が高ま る中，天

然物 （特に精油）の 有す る忌避性を利用す る方法

も着目さ れ て い る．精油が 各種の 貯穀害虫に 対 し

忌避性を示す こ と はよ く知 られ て い るが ， 精油 は

一
般 に 高価 で あ る と い う欠点 が挙 げ られ ，こ れ ま

で 広 く普及 して い る とは言え な い 面 が ある．そ の

た め
， 比較的安価な天然物 と して ，柑橘精油か ら

リ モ ネ ン を 抽 出 した残 分 （以下 リモ ネ ン 抽 出残

分） に 着 目 した ． リモ ネ ン は，洗浄剤や 各種化成

品の 出発原料な ど に 用 い られ る ため ， 国内だ け で

数 万 t／年が柑橘精油 か ら抽 出さ れ て い る 、こ の

際，各種テ ル ペ ノ イ ドを主成分とする リモ ネ ン 抽

出残分が数 百 tノ年生 じて い る．リモ ネ ン 抽出残分

は現 在 ほ と ん ど利用 され て お らず ， ほ ぼ 全量 が 焼

却 さ れ て い る．そ の た め， リ モ ネ ン 抽出残分が 各

種貯穀害虫に対 し忌避を示せ ば， 天然由来 の 忌避

成分 を比較的安価 か つ 大量 に 入手 で きる こ と に な

り，ま た，廃棄物 の 有効活用 に も繋が る と言え る．

　本研 究で は リモ ネ ン 抽出残分の 各種貯穀害虫 に

対す る忌避性を検討 し た．貯穀害虫は食品総合研

究所 に て 累代飼育 されて い た もの を用 い た．忌避

性評価 は Hori （2003 ）の 方法 に 準 じ て 行 っ た ．結

果， コ ク ゾ ウ ム シ （SitOPhitus　zeamais 　Motschul−

sky ）， コ コ ク ゾ ウ ム シ （SitOPhilus　oryzae ＞， コ ク

ヌ ス トモ ドキ （Tribolium　castaneum ）， 　ヒ ラ タ コ
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ク ヌ ス トモ ドキ （7
「ribolium　confusum 　Jacquelin

du　Val）， ノ コ ギ リ ヒ ラ タ ム シ （OryzaePhilus　sur −

inamensis），カ ク ム ネ ヒ ラ タ ム シ （Cr　yP　tolestes

PusillUS），
ヒ ラ タチ ャ タ テ 〔Liposcetis　bostr］ycho ・

Phila　Bandonnel）に 対 し忌避性 を示 す こ とが明

らか とな っ た．特に ， リモ ネ ン抽出残分 の 中で も

比較的低沸点の 分画に っ い て は，上記の 7 種に 対

し EPI ＝
− O．8前後 と，顕著な忌避 性を示 した．

一方， タバ コ シ バ ン ム シ （L αsioderma 　serrt
’
cone ）

に 対 して は忌避が見 られ な か っ た ．

　 リモ ネ ン 抽出残分 は多 くの 貯穀害虫に 対 し忌避

性を示す こ とが明らか とな り ， 今後 ， 貯穀害虫忌

避剤 と して 利用 で きる可能性が あ る．

（10）低酸素濃度の 環境 内に おける昆虫 の 致死作用

　　機構 と博物館資料 に対する低酸素濃度密閉展

　　示ケ ース と密閉輸送ケ ース に つ い て

　　杉山真紀子
゜

（東北芸術工科大学）・吉川辰美

　　 （ム シサ イ エ ン ス ）

　殺虫剤 よる博物館資料の 害虫駆除は ，薬剤 に よ

る資料へ の 悪影響 と地球環 境お よ び人 へ の 悪影

響，そ して IPM の 関点か ら ， 発表者 らは早 くか ら

低酸素濃度環境内で の 昆 虫の 殺虫効果 に注 目し

て ， 博物館 資料 の 保存 に つ い て の 活用 を研究 ・開

発 して い る．

　今 回の 発表 は，低酸素濃度環境内で の 博物館害

虫の 卵，幼 虫，サナ ギ，成虫の 致死状態の 顕微鏡

観察 か らそ の 作用機構を と らえ，博物館資料の 展

示 ・保存へ の 活用例 と，新 し く開発 した博物館資

料 の輸送 ケース に っ い て 発表す る．

（11）ア タ マ ジ ラ ミの ア ン ケ ー ト調査お よびア タマ

　　ジラ ミ用梳 き櫛の 性能試験

　　福田安住
゜ 1〕

， 色摩　操 2）
， 橋本一浩

1）
， 川上裕

　　司
1） （

1）（株）エ フ シ ージー総合研究所環境科学

　　研究 室 ，

2｝（株）ア イデ ッ ク）

1． は じめ に

　 こ こ数年 ， ア タ マ ジ ラ ミの 寄生 が 増加 して い

る． 東京都 の 調査 に よ る と， 2005 年度の 都 内の

被害相談件数は 720 件， 2006 年度 は 1，125 件，

さ ら に 2007 年度 の 終 わ りに は前年度比 166％

の L864 件 に 達 した ．日本 国内 に お け る年間罹患

者数 は， 約 50 万人 と推定 さ れ て い る （朝 日新聞

2007 年 10 月 9 日）．

　 ア タ マ ジ ラ ミ は，幼虫，成虫とも ヒ トの 頭部の

み に 寄 生 し， 生 え 際近 くの 毛髪 に 卵 を 産 み っ け

る．卵 は セ メ ン ト様物質で 固定 され る為，通常 の

洗髪 や ブ ラ ッ シ ン グ で 脱落す る こ とが少な い．

　駆除法と して は ， 現在 ， 国内で 認可され て い る ，

ピ レ ス ロ イ ド系殺虫剤 フ ェ ノ ト リ ン を有効成分 と

す る シ ャ ン プ ー ・パ ウ ダーに よ る化学 的駆除法が

知 られ て い る．ま た ， 増加が報告され て い る ピ レ

ス ロ イ ド系殺虫剤抵抗性 ア タ マ ジ ラ ミに 対す る有

効な駆除法と して は ， 専用梳き櫛 （以 下 ，
コ ーム

と称 す る） に よ る コ ー ミ ン グ （物理 的駆除法）が

あ り， 卵 と虫体 の 両方を駆除す る こ とが で きる，

　 今回 は，ア タ マ ジ ラ ミの 駆除法 など に っ い て の

実態調査 を実施す る と と も に ，
コ
ー ミ ン グ に よ る

駆除法の 有効性 に つ い て も実験 した の で ， 合わ せ

て報告する．

2． ア ン ケ ー ト調査

　 全国の ア タ マ ジ ラ ミ に感染 した と思われ る人お

よ び そ の 家族を対象と し， 2009 年 6〜7 月にか け

て ，駆 除法な ど 15 項 目の ア ン ケ ー ト調 査を実施

した．対象者 の 地域分布 は全 国に散 らば っ て お

り ， 地域 の 偏 り は見 られ な か っ た．年齢別 で は ，

幼児 およ び小学校低学年が全体 の 90 ％ 近 くを占

め，成人で 罹患 して い る場合 は子 ど もか ら母親に

感染す るケ
ー

ス が多か っ た． 男女別で は ， 3 対 7

の 割合で 女性 が 多 く，髪 の 長 さ別 に よ る 比較 で

は，短髪で は男性が多 く，
こ の こ とか ら罹患 しや

す い 傾向 と して性別 は 関係 な く髪の 毛 の 長 さが深

く関わ っ て い る と推察 された．

　駆除法と効果 に つ い て 調査 した と こ ろ， コ
ー

ム

を使 っ た 場合の 駆除率が ， 駆 除用 シ ャ ン プ
ーを

使 っ た場合よ り倍以 上高か っ た．

　 コ ーム を使用 し駆除が完 了 した とする場合 ， 駆

除 に かか る 日数 は 10 日以内が 60 ％ 以上で ， 平

均 す る と 7．2 日 で 駆 除 が 完 了 して い た． シ ャ ン

プ
ー ・コ

ー
ム を交互 に使用す るな ど した場合は駆

除平均 日数 が 17．3 日 と，
コ ーム の み を使用 した

場合よ り も，む しろ 日数がか か っ て い た．

　 駆除用 シ ャ ン プ ーを使用 した回数を調 べ て み る

と， シ ャ ン プ ーで 駆除で きた と答え た場合 の平均
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